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Marcovitch (1924)が Aphisforbesi Weedで，両性生殖世代の出現には日長が重要
な要因となっていることを発見して以来，多くのアブラムシで両性生殖世代の出現と日
長との関係が研究されている. モモアカアブラムシについては， Bonnemaison (1951)， 










実験条件は恒温恒湿器を用い温度 180C，20oC， 10W白色蛍光灯で， 8-16時間照明の一
連の光周条件を設定し，蛍光灯下 20-30cmに供試アプヲムシを入れた飼育容器を設置
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第2図 MKAクロシの自然日長下での産子順序と子虫の型









イコ γアブラムシ Brevic07ツnebrassicae L.とモモアカアブラムシで. Kenten (1955) 
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4) 倉敷産完全生活環型 (MKHクロ γ)の両性型産出臨界日長は 12時間前後と推測
された.
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